
  
保護者の皆様へ ～２学期も残り１ヶ月となりました～ 

校 長 二ツ森 孝 史 

 
冬の気配がいよいよ濃くなり、朝は吐く息が白く広がる季節となりました。寒さの中でも、生徒

の皆さんが前向きに学習や部活動に取り組む姿に、日々頼もしさを感じています。保護者の皆様に

は、学校の教育活動にいつも温かなご理解とご協力をいただき、深く感謝申し上げます。 
 さて、先々週は熊の目撃情報に伴い、「保護者引渡し」での下校対応を実施いたしました。いつ

もながら突然の連絡となりご心配をおかけしましたが、お忙しい中にも関わらず、お迎えにお越し

いただき、心よりお礼申し上げます。安全確保のための対応ではありましたが、生徒たちは落ち着

いて行動し、無事に全員の引渡しを終えることができました。保護者の皆様のご協力に重ねて感謝

いたします。 
 学校では、地域での熊の出没が続いていることを受け、これまで以上に、地域・教育委員会との

連携を図るとともに、「複数で行動する」「危険を感じたらすぐ大人に知らせる」などの安全指導

も行っていきたいと思います。ご家庭でも、最新の情報確認や、登下校時の注意点について再度話

し合っていただけると、より安心につながります。 
 また、先週は２年生が感染症（インフルエンザ）の流行によって学年閉鎖となり、ご家庭には多

くのご負担をおかけしました。体調を崩した生徒の皆さんには、どうぞ無理をせず十分に回復して

ほしいと思います。登校が再開された際、生徒の皆さんの元気な姿が見られ、学校に活気が戻って

きたことを嬉しく感じています。 
 １２月は、学期のまとめに向けて気持ちを整える大切な時期です。授業では単元のまとめや評価

に向けた取り組みが進み、3 年生はいよいよ進路について真剣に向き合う時期を迎えています。自

分の力で課題に向き合おうとする姿勢が多く見られ、心の成長も感じる季節です。学校としても、

生徒一人ひとりが安心して学びに向かえるよう、丁寧に支えてまいります。 
 寒さが厳しくなる季節ですが、生徒たちが安全に、そして穏やかな気持ちで学校生活を送れるよ

う、今後も家庭・地域との連携を大切にしてまいります。引き続きどうぞよろしくお願いいたしま

す。 
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お知らせ ～六ヶ所村生徒指導推進協議会について～ 
 

去る１１月１９日（水）に、六ヶ所村生徒指導推進協議会（会長：二ツ森）が六ヶ所村中央公民

館で開催されました。この協議会は、児童、生徒の健全育成と非行の未然防止を図ることを目的に

昭和４５年に設立されました。現在は、六ヶ所村教育委員会（学校を含む）、六ヶ所村連合ＰＴＡ、

野辺地警察署、少年補導協力員、泊地区生徒指導推進協議会をもって組織され、年４回開催されて

おります。今回の協議会（第３回）は、各校の生徒指導に係る２学期の取組とその成果、関係機関・

団体からの情報提供、そして上越教育大学大学院 高橋教授による講演会が行われました。今後も、

会の目的達成のため、組織間の綿密な連携を図っていきたいと思います。 
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11月5日（水）に１学年の総合的な学習の時間において、日本原燃東京支社 相澤文男氏、 

日本原燃地域交流部 吉本みゆき氏、六ケ所村読書愛好会 菊池トシエ氏をゲストティーチャー 

に招き、泊地区および六ヶ所村の歴史や産業について学習しました。自分たちが住む泊地区が 

どのように発展してきたかを学ぶ良い機会となりました。 

１１月６日（木）には、体験学習で、六ヶ所原燃ＰＲセンター及び日本原燃施設を見学しました。 

地域の主幹産業について知識を深め、自分の将来の職業について考えることができました。 

11月１８日（火）には「六ヶ所村学力向上実践モデル校研究報

告会」が行われ、１年生が「竹取物語」を題材とした国語の授業

を公開しました。生徒が活動に一生懸命取り組んでいる姿や、授

業の中でレベルアップしていく姿が見られ、参観者から多くのお

褒めの言葉をいただきました。日々の積み重ねを大切にし、今後

も生徒の学力向上に向けて取り組んでいきます。 

 

 

 

 


